事業提案書

１　事業の名称および概要
(1)	事業名
※実施する事業の名称を簡潔に記載してください。

(2)	事業の目的
※この事業を行う目的を春日井市の観光における課題の解決や貢献内容等も加味して記載してください。

(3)	事業の概要
※「誰に」「何を」「どのように」提供する事業なのか、全体像が把握できるように記載してください。イメージ図や写真などがあれば添付してください。

２　地域資源の活用【審査基準１】
本市の地域資源が有用に活用されるとともに、磨き上げや魅力の発信など、本市における観光推進に資する内容となっているか。

(1)	活用する春日井市の地域資源
※事業に活用する具体的な地域資源特産品、歴史、文化、自然、観光スポットなどを記載してください。

(2)	資源の活用方法と磨き上げ
※上記の地域資源をどのように活用し、新たな価値や魅力を生み出すのかを記載してください。

(3)	魅力の発信方法
※事業を通じて、春日井市の魅力を市外・県外へ向けてどのように発信していくのかを記載してください。

３　実現性【審査基準２】
事業の実施におけるスケジュールが実現可能性を持った設計となっており、採算性が考慮された内容となっているかを記載してください。

(1)	事業実施スケジュール
※令和8年7月1日～令和9年2月28日の期間内における、準備から実施、完了までの具体的なスケジュールを記載してください。

(2)	採算性について
※別紙「収支予算書」に基づき、売上見込みと経費のバランスが取れており、事業として実現可能であることを記載してください。

(３)　実施体制について
　　　※事業を実施するにあたり、スタッフの人数や関係事業者、協力事業者などの実施体制を記載してください。

４　具体性【審査基準３】
事業の実施にあたって、ターゲットやニーズが具体的に設定され、それに対し訴求性を持った内容となっているか。

(1)	ターゲット層の設定
※本事業の主な対象となるターゲット層年代、属性、居住地などを具体的に記載してください。

(2)	ターゲットのニーズと訴求方法
※設定したターゲットが求めているニーズをどのように分析したか、また、そのターゲットに対してどのように効果的なPR広報活動を行うのかを記載してください。



５　観光事業の趣旨【審査基準４】
事業の実施によって、本市における人的、経済的な交流の活性化が期待できる内容となっているかを記載してください。

(1)　人的交流の活性化集客・誘客効果
※市外からの誘客見込み人数やイベント参加者数などの目標と、その達成を見込む根拠を記載してください。

(2)　経済的な交流の活性化経済波及効果
※本事業による直接的な売上だけでなく、周辺の飲食店・宿泊施設への波及効果や、市内事業者との取引など、地域経済への貢献について記載してください。

6　継続性、発展性【審査基準５】
実施する事業が一過性で終わることなく、持続的・発展的なにぎわい創出や活動の広がりを期待できる内容となっているか。

(1)	次年度以降の事業継続について
※次年度以降、本事業を自立して継続・収益化していくための計画や見通しを記載してください。

(2)	今後の活動の広がり発展性
※今回の事業を足掛かりとして、将来的にどのように事業を展開・拡大していくかを記載してください。
2
